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第 1 章序論に続く第 2 章から 5 章において、模写制作の前提となるイスラーム写本絵画
とその金彩技法に関する研究をまとめている。2 章では日本の古典絵画とイスラーム写本
絵画の金彩表現を比較し、宗教的な精神性のあらわれを指摘する。3 章は模写対象作品の
シャイフ・ザーダの熟覧調査を関連作品も含めて詳述する。4 章では基底材（紙）・色料・
媒材について、ウズベク語書籍を含む幅広い文献資料を渉猟し、複数の素材を用いて実験
を繰り返しながら、サンプルを制作して復元的な考察を重ねた。歴史研究や科学分析だけ
では得られない実践的手法にもとづく貴重な内容であり、今後この分野における基礎デー
タとなる検証成果が示された。第 6、7 章は、模写のための習作から現状模写の制作実施、
金彩を用いた作例の復元模写の工程などが示され、さらに応用としての作品制作の状況が
 
提示されている。制作工程の報告もまた前例の稀な重要な事例である。第 8 章で全体をま
とめながら今後の展望を述べる。また、補遺としてイスラーム写本絵画に関する海外調査
の詳細をまとめ、手堅く充実した内容の論文として仕上がっている。 
 
【作品】 
研究作品は、多くの調査に基づき制作されてきたが、研究の中心であるシャイフ・ザー
ダの現状模写《研究作品 1》や、ハッルカーリー作例の想定復元模写《研究作品 2、3》は、
非常に精緻な表現がどのようにして生まれてきたのかを探求しながら、丹念に制作されて
いる。エブル紙に箔散らし、及び応用作品《研究作品 4，5，6》は、研究の知見をさらに
深める制作であり、イスラーム写本絵画において制作当時の技術を振り返り、忠実に復元
に取り組む実践的研究成果は、国際的に見ても新規性がありオリジナリティが高い。 
 
【口頭発表】 
口頭発表では、論文の章立てに従い、研究から試作、現状模写、想定復元模写の制作や
応用作品への発展に関して、展示の作品成果や研究資料も参照しながら発表を行った。特
に、制作時において、不明なことが多い中、手探りで多くの検証を行った過程や、そこで
得られたことなど具体的に説明し、実践を伴う研究内容がわかりやすく報告された。 
以上のように、鈴木美賀子はこの論文及び作品において、博士の基準を満たすことを示
した。 
 
３ 最終試験結果の要旨 
論文、作品、口頭発表に基づき、口頭試問等により最終試験を実施した。 
全体として、調査や実践的研究が高いレベルで実施され、論文と作品成果に結実させる
ことができたと判断した。失われた技術の再現は、文献や伝承どおりに実施しても容易い
ことではないが、国内外で可能な限りの調査を実施し、自らの試行錯誤を行った研究態度
は芸術系博士研究として充実した内容であったと、審査員全員一致で確認することができ
た。 
また、研究全体を振り返り、自らが精細な作品を細部まで丁寧に仕上げる過程を通じて
得られる境地から様々な気づきがあり、装飾絵画の高い芸術性への理解を深めたことなど
の自覚からも、この分野において高い表現力と知を獲得したと判断できた。よって、国際
的にも前例が少ないイスラーム写本絵画研究を通じた金彩研究として貴重な成果を示すこ
とができたと評価した。この成績は、博士の学位を与えるに十分であった。 
